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コリントの信徒への手紙二4章18節

予 定

日 曜 備 考

1 水

11 土 休園

19 日

1時集合　年少・年中組
2時15分集合　年長組
　兄弟関係・年長の時間
　詳細後日

20 月 園 児 同 士

24 金
年中つくし組
年少あやめ組
休園

英語であそぼう

歯みがき指導

7 火

28 火

年　少（あやめ組）

思いきり身体を動かして遊ぶ。

友だちとごっこあそびを楽しむ。

のげやまワールドを楽しみながら、当日
まで準備を進めていく。

曲にあわせて歌ったり、踊ったりする。

楽しく歌ったり、聴いたりする。

進級することへの期待を持ちはじめる。

春が準備をしていることを知る。

サン・テグジュペリの作品　有名な「星の王子さま」の
中で、きつねの言った言葉に「心で見ないと物事はよく
見えない。肝心なことは目には見えない」とあります。
それを聞いた王子さまは「肝心なことは目に見えない」
と忘れないように繰り返しました。そのあと、王子さま
は「星が美しいのは、目に見えない花が一つあるから。
砂漠が美しいのは、どこかに井戸を隠しもっているから
…」と言っていました。
私たちは人の外観や何かができる…などで人を評価しが
ちで、人の見えない心の世界を忘れがちです。そのため
に本質、大切なことを見失っていることもしばしばで
す。けれども、人として大切なのは、目に見えない内面
的なことではないでしょうか。人はうわべを見ますが、
主なる神さまは心によって見られます。心の目で見るこ
とによって見えてくることがあります。私たちは体験す
る一つ一つのことや見える現象で一喜一憂しますが、大
切なことを見ることができる心の目を持っていきたいと
思います。

友だちと共通のイメージをもち、伝えあったり、話し合ったりしな
がら遊びを作り出す。

友だち同士、お互いの考えを出し合い、受
け入れてあそびを深めていく。

年　長（もみじ組）

年中つくし組

自分の考えたこと、感じたことを身体やことば
で表現する。

一人ひとりが自分なりの目標を持ち、それ
に向かって最後までやりとげようとする。

思いきり身体を動かして遊ぶ。

のげやまワールド

寒くても戸外に出て身体を動かして遊ぶ。

友だちのがんばりや、良いところを認め
あったり、友だちの成功を喜ぶ。

春が準備をしていることを知る。

楽しく歌ったり、聴いたりする。

進級することへの期待を深める。

作り上げる喜びを味わう。

春が準備をしていることを知る。

みんなで一緒に活動することの楽しさを知る。

のげやまワールドの品物を楽しみながら作り、
当日まで準備を進めていく。

友だちとイメージを出し合って遊ぶ。

たくさんの本や紙芝居に親しむ。

年長もみじ組

友だちとのつながりを深める。

自然の営みの不思議さや美しさに気づく

繰り返し取り組む中で、子どもなりの「なるほど」と思うことを見
つけたり、コツをつかんだりする。

お客さんやお店やさんになって、対話や関わり
を楽しむ。

のげやまワールドを楽しみにし、たくさん
の人との関わりを深める。

小学校に対する期待を持ち、残りの幼稚園
生活を見通しをもって進める。

わからないことや不思議に思ったことを調
べる。

楽しく歌ったり、ことばの意味を考えなが
ら表現したりする。

建国記念の日　

のげやまワールド展示

年　中（つくし組）

2日(木)　　23日(木)

お互いの違いを認めつつ、助け合える喜びを感じる。

年長もみじ組　卒園遠足

2　月　の　予　定

信  頼

神さまが寒さの中でも守られているいのちを知る。

ね が い

わたしたちは見えるものではなく見えないものに
目を注ぎます

予 定

誕生会
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